
   

 
 
 
 

 

2026 年 2 月 27 日 

アクサ損害保険、「安全運転ファクトブック 2026」を発行 
～疾病起因事故は 60 代が最多。脳・心疾患リスクの可視化を通じて、安全運転を後押し～ 

 
アクサ損害保険株式会社（本社：東京都台東区、代表取締役 社長兼 CEO：田中 勇二郎、以下「アクサ損害保険」）
は、「安心」を見えやすく、というコンセプトのもと「自動車事故」について当社が保有する各種統計データから
読み取ることができる現状と、そこから導き出された事故防止ポイントを専門家監修のもと取りまとめた「安全運
転ファクトブック 2026」を本日発行しました。本ファクトブックには、保険商品でお客さまをお守りすると同時
に、幸せな日常を一瞬にして変えてしまう自動車事故を少しでも減らしたいという想いが込められています。 
 
本ファクトブックでは特に、近年増加傾向にある※1「疾病による事故」や、身近で起こりやすい「小規模事故」に
ついて紹介。当社の事故データのご紹介にとどまらず、契約者の実際の事故時の体験談を紹介し、事故発生時に対
応すべき事項や注意すべきポイントを時系列順にまとめています。また、交通心理学の専門家から、紹介データに
関連したポイントも解説しており、併せてお読みいただくことで、自動車事故防止のポイントが身につくような内
容になっています。 
 
■「安全運転ファクトブック 2026」の内容 
1．最新データで見る事故のリアル【アクサ損害保険の取扱い事故データ】 
2．疾病が引き起こす自動車事故【疾病と自動車事故の関係】 
3．発生件数が多い小さな事故にご注意【小規模事故の傾向と注意点】 
4．自動車事故は身近にあります！【事故経験者の体験談】 
5．交通心理学から学ぶ事故防止策【注意の分散が引き起こす事故と、その防ぎ方】 
6．アクサが行う安全運転啓発室の取組み【自動車事故の減少に向けて】 

URL : https://www.axa-direct.co.jp/assets/pdf/safedrivingfactbook_2026.pdf 
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＜「安全運転ファクトブック 2026」より抜粋＞ 
■疾病による事故、「脳疾患」が 63％と最も多い。次いで、「心疾患」が 26％※2 
疾病が原因で起きた自動車事故のうち、脳疾患、心疾患が原因で起きた事故が多く発生しており、日頃の健康管理
が必要不可欠と言えます。本ファクトブックでは、ドライバーご自身の脳の健康状態のチェックを後押しするアク
サの取組みも紹介しています。 
 
■疾病による事故は 60 代が最も多い※2 
全事故と比べ、疾病による事故は 60 代に多いことがわかりました。旅行や趣味、消費への意欲も高いアクティブ
シニア層などともいわれる 60 代はまだ高齢とはいえない年齢ですが、定期健診等積極的な受診をして予防するこ
とが大切です。 
 
■小規模事故※3 の事故状況、キーワード上位は「静止物への衝突」に続き、「駐停車中の車両と接触」、事故発
生場所は「一般道」（74.7%）に続き、「駐車場」（18.5%） 
小規模事故のキーワードのなかで最も多いのが「静止物への衝突」、次いで「駐停車中の車両と接触」が続きます。
発生場所は「一般道」が最多で、次いで「駐車場」、「自宅」となります。2026 年 9 月 1 日に改正道路交通法施
行令の施行により、センターラインのない生活道路を中心とした住宅街などの法定速度が従来の 60km/h から
30km/h へ一律に引き下げられ、標識がない道路でも 30 km/h 制限が適用されます。生活道路では特に速度を厳守
し、周囲の状況により一層の注意を払いながら安全運転を心がけることが求められます。 
 
 
アクサは、世界各国で、リスクの予防・防止・軽減に注力しています。アクサ損害保険は自動車保険を取り扱う企
業として、クルマを単なる移動手段ではなく、お客さまの暮らしを支える大切な存在と考え、「クルマとともに営
む一人ひとりの人生をお守りする」というメッセージを掲げ、2025 年から安全運転啓発活動を強化しています。 
 
アクサ損害保険は、アクサグループのパーパス（存在意義）「すべての人々のより良い未来のために。私たちはみ
なさんの大切なものを守ります。」のもと、今後もお客さまやそのご家族の人生に寄り添うパートナーであること
を目指しています。大切なものを守りながら、お客さま自らが望む人生を歩んでいただけるよう、アクサならでは
のアドバイス、商品やサービスを通じて、皆さまに安心をお届けしてまいります。 
 
 
※1：国土交通省国土交通省 物流・自動車局安全政策課 「健康起因事故及び飲酒運転の防止に係る国土交通省の取組」
https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/resourse/data/seminar2025_1-1.pdf 
※2：当社における事例の調査・分析に基づいています。 
※3：小規模事故とは「対物賠償」「車両補償」や「傷害」等の補償で 50 万円以下の保険金支払額となる事故のことを指しま
す。 
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アクサ損害保険について 
アクサ損害保険株式会社は、1998 年に設立され、翌年 7 月より営業を開始し、現在は主に自動
車・バイク保険を販売しているアクサのメンバーカンパニーです。個人のお客さまを対象とした
「アクサダイレクト総合自動車保険」は好調な売上を続け、保有契約件数は 100 万件を超えてい
ます。 
 
 
アクサグループについて 
アクサは世界 50 の国と地域で 154,000 人の従業員を擁し、9,500 万人のお客さまにサービスを提
供する、保険および資産運用分野の世界的なリーディングカンパニーです。国際会計基準に基づ
く 2024 年の売上は 1,103 億ユーロ、アンダーライング･アーニングスは 80 億ユーロ、2024 年 12
月 31 日時点における運用資産総額は 8,790 億ユーロにのぼります。アクサはユーロネクスト・パ
リのコンパートメント A に上場しており、アクサの米国預託株式は OTC QX プラットフォームで
取引され、ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（DJSI）や FTSE4GOOD などの
国際的な主要 SRI インデックスの構成銘柄として採用されています。また、国連環境計画・金融
イニシアチブ（UNEP FI）による「持続可能な保険原則」および「責任投資原則」に署名してい
ます。  
*アクサグループの数値は 2024 年 1 月～12 月の業績です。 

 

  

本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします 

アクサ損害保険株式会社   

コミュニケーション・ブランド＆サステナビリティ 

電話：03-4335-8565   

URL : https://www.axa-direct.co.jp/ 
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